
平 面 図
S=1:80

側 面 図 断 面 図S=1:80 S=1:50

南沢橋　現橋一般図

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

現橋一般図

1-1

1

桁中央

桁 断 面 図
(推定)

S=1:5

(上流) (下流)

2.0% 1.7%

(下流)

(上流)

桁長

起点 終点

起点 終点

1
:
0
.
51

:
0
.
5

2 . 6 ％

橋長

桁長

南
沢
川

参考図

南沢橋
橋面防水工 A=87m2　伸縮継手工 L=14m　地覆工 N=4箇所

1
45
5
0
2
0
5

7
6
9

1
4 5
5
0
2
1
5

7
7
9

600 7000

900 2650 2750 700

100

24@320+23@13.9=8000

100

320

13.9

8200

1
0
5

1
0
0

1
1
51
0
0

1
7
5

600

230

1
1
0

6
0

2
5
0

3
0

1
0
0

5
5
0

2
7
5

320

ス タ ー ラ ッ プ 　 φ 6

P C 鋼 線 　 1 0 6 - φ 2 . 9

横 締 孔 　 φ 4 0

12460

6
0
0

7
0
0
0

6
0
0

8
2
0
0

7 0 0

7 0 0

12500

201246020

mailto:23@13.9


平 面 図
S=1:60

側 面 図 断 面 図
S=1:60

S=1:50

南沢橋　補修一般図

橋下面

平 面 図
S=1:60

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

補修一般図

1-1

2

橋上面

(上流) (下流)

補修内容 対象箇所

伸縮装置設置工

ひび割れ補修工

A1,A2橋台

桁下面（1箇所）

コンクリート舗装用床版防水材設置工 橋面

南沢橋　補修内容

遊離石灰除去工 桁下面

起点 終点

1:
0.
5

1:0.5

2.6％

橋長

桁長

(上流)

起点 終点

A2A1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

(下流)

21

22

23

24

(下流)

(上流)

終点起点

実施

7
8
0

7
6
0

600 7000

100

24@320+23@13.9=8000

100

8200

600

コンクリート舗装用床版防水材設置工

伸縮装置設置工

700

700

12500

201246020

桁長　12460

6
0
0

7
0
0
0

6
0
0

8
2
0
0

伸縮装置設置工

コンクリート舗装用床版防水材設置工

橋長　12500

遊離石灰除去工

700 11100 700

12500

ひび割れ注入工

mailto:23@13.9


ひびわれ注入工詳細図

(0.2mm～0.5mm未満)

(参考図)

橋下面

平 面 図
S=1:50

南沢橋　コンクリート補修図　（その１）

ひび割れ補修工

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

1:50

令

和

北杜市

8

コンクリート補修図
(その１)

2-1

3

ひびわれ 注入パイプ

シール材

シール材

取付けパイプ

インジェクター

ゴム注入式

エポキシ樹脂注入材

下地処理

開　始

シール工

注入工

終　了

施工手順

養生

ひびわれ

座金(注入パイプ)取付

仕上げ工

番号

ひびわれ注入工延長(m)
長さ(m)幅(mm)

20.360.315

合　　計 20.36 m

12.46+6.0+1.9

器具撤去

(上流)

起点 終点

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
16

17

18

19

20

主桁

ひびわれ e（C）
w=0.3mm,L=(12.46+6.0+1.9)=20.36m

15

(下流)

21

22

23

24

(橋座) (橋座)

A2A1

※　1.施工前に現地計測を行うこと。

　　2.判定区分Aの損傷(番号2,3,13,14)は
      補修工を実施しない。

主桁2

ひびわれ c (A)
w=0.1mm,L=1.6m

主桁

ひびわれ　c (A)
w=0.1mm,L=0.7m

主桁3

ひびわれ c (A)
w=0.15mm,L=0.3m

14床版

ひびわれ c（A）
w=0.1mm,L=0.15m

13

実施

パイプ間隔25cm程度

700 11100 700

12500



橋下面

平 面 図
S=1:50

南沢橋　コンクリート補修図　（その２）

遊離石灰除去工

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

1:50

令

和

北杜市

8

コンクリート補修図
(その２)

2-2

4

補修範囲

(上流)

起点 終点

A2A1

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
16

17

18

19

20

(下流)

21

22

23

24

(橋座) (橋座)

番号

簡易清掃工範囲(m2)

幅(m)長さ(m)

1.22.31

面積(m2)

2.76

※ひび割れ補修にて下地処理を行うため除外

0.92.32 2.07

0.3211.13 3.55

1.21.64 1.92

1.66.05 9.60

88.8-19.9= 68.90

番号

遊離石灰除去工範囲(m2)

箇所数長さ(m)

32.31

面積(m2)

0.345

22.32 0.230

31.64 0.240

46.05 1.200

12.765-2.02= 10.75

幅(m)

0.05

0.05

0.05

0.05

2311.1全体範囲 12.7650.05

合計

除外範囲

全体範囲

除外範囲

8.011.1 88.8

合計

1 ～ 5 は除外範囲( 3 は簡易清掃のみ除外)

※　1.施工前に現地計測を行うこと。

　　2.簡易清掃、遊離石灰除去の範囲及び程度
　　　は、協議の上、最終決定すること。

　　3.遊離石灰除去工はディスクサンダー等の
　　　動力工具、簡易清掃工はワイヤブラシや
　　　水洗いを想定している。

対象範囲

(動力工具使用)

実施

700 11100 700

12500

1  2 . 3 m × 1 . 2 m

2  2 . 3 m × 0 . 9 m

3  1 1 . 1 m × 0 . 3 2 m

4  1 . 6 m × 1 . 2 m 5  6 . 0 m × 1 . 6 m

8
0
0
0

遊離石灰除去範囲簡易清掃範囲

50



平 面 図 S=1:60

側 面 図 断 面 図S=1:60 S=1:50

南沢橋　コンクリート舗装用床版防水材設置図

桁中央

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

床版防水材設置図

1-1

5

(上流) (下流)

2.0% 1.7%

工　種 摘　　要

舗装工数量表

数　　量

コンクリート舗装用床版防水材設置工 m2

舗装構成図

コンクリート舗装

コンクリート舗装用床版防水材

※ 1.既設コンクリート舗装上面にコンクリート舗装
　用床版防水材を施工するものとする。

2.コンクリート舗装用床版防水材は、HI-SPECシール
　(CPタイプ)工法相当を想定する。

3.施工前に舗装面にうきや脆弱部、断面欠損があ
　るか確認し、それらの損傷がある場合は、床版
　防水材設置前に、断面修復工を行うこと。

12.357×7.0＝86.49986.50

4.コンクリート舗装用床版防水材は伸縮装置の後
  打ちコンクリート上まで施工すること。

5.施工前に現地計測を行うこと。

(下流)

(上流)

終点

起点 終点

1:
0.
5

1:0.5

2.6％

伸縮装置本体部範囲 伸縮装置本体部範囲

起点

実施

1
45
5
0
2
0
5

7
6
9

1
4 5
5
0
2
1
5

7
7
9

600 7000

100

24@320+23@13.9=8000

100

320

13.9

8200

1
0
5

1
0
0

1
1
51
0
0

1
7
5

600

コンクリート舗装用床版防水材

コンクリート舗装
700

700

52 コンクリート舗装用床版防水材設置工範囲　12357 52

桁長　12460

6
0
0

7
0
0
0

6
0
0

8
2
0
0

52 コンクリート舗装用床版防水材設置工範囲　12357 52

桁長　12460

mailto:23@13.9


南沢橋　伸縮装置取替図

地覆処理要領図

プライマー塗布

シーリング材

バックアップ材

伸縮量20mmタイプ(AIJ-20G)

伸縮装置断面図 S=1:4

A1,A2

伸縮装置平面図 S=1:8

地覆端部詳細図 S=1:5

A1,A2

S=1:100位置図

断面図 S=1:30

5

基本伸縮量

ΔL=0.5x12.460m=6.2mm

温度（℃）

-15 15 25-5

10

20

30

50

40

設
置

遊
間
　
D
(m
m
)

6
.2

基
本
伸

縮
量

60

設置表

A1,A2

35
 0

橋台側 橋梁側

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

伸縮装置取替図

1-1

6

1
1
6
～

1
5
6
～

9
6

(
平

均
厚

 
1
3
1
)

C

舗装 舗装

差筋アンカーD13

L

後打ちコンクリート

リブプレート

フェースプレート 伸縮装置本体(AIJ-20G)

弾性シーリング材

補強鉄筋 D13

※ Dは設置表より決定。バックアップ材 二重止水材 

クローザーSS

1
0
5
～

1
2
5
～

7
5

(
平

均
厚

 
1
0
8
)

※8　二重止水材を設置するために遊間を40mm程度確保する。
　　 現況が40mm以下の場合は橋台側のコンクリートをはつり(必要厚×150mm程度)、遊間を調節すること。

※8　コンクリート舗装用床版防水材設置工は橋梁側の後打ちコンクリート上まで施工すること。

※　1.施工前に現地計測を行うこと。

橋台胸壁

差筋アンカー D13 リブプレート t=16mm 補強鉄筋 D13

※1 地覆ハツリ部は設置完了後シーリング材にて仕上げを行う。

※2 シーリング材充填部。

※3 サイドクローザーの上部は15mmカットすること。

シーリング材

地覆端部材

サイドクローザーA

舗装面 伸縮装置本体

地覆面ハツリ

シーリング材 バックアップ材

シーリング材

排水ホース 

排水継手

端部処理

二重止水材 

クローザーSS

サイドクローザーA

シーリング材充填 

地覆端部材

バックアップ材 

CL

伸縮装置補修箇所

 AIJ-20G

地覆処理 地覆端部材

サイドクローザーA

地覆処理地覆端部材

サイドクローザーA

上流側 下流側

(
1
2
5
)

(
1
0
5
)

(
7
5
)

排水ホース二重止水材

クローザーSS

二重止水材割付

排水ホース

※6 排水ホースは、支承廻り、コンクリート天端部、第三者

※7 舗装厚は参考値とする(括弧書きはA2橋台側)。
　　施工前に計測を行い、伸縮装置は現況の橋面高さに合わせて設置すること。

    に水がかからない位置まで、支持金具などで固定し延長

    すること。

A1

伸縮量20mmタイプ(AIJ-20G)
 L=7.000m

(40) (40)

A2

伸縮量20mmタイプ(AIJ-20G)
 L=7.000m

※5 支承条件不明の為、全て可動とした。 実施

d:遊間

20

A
1

279 D+103 279

39 D 64

A
2

はつり工※

コ ン ク リ ー ト 舗 装 用 床 版 防 水 材 設 置 工

50 8x200=1600(リブプレート間隔) 150

1800

25
0

D
+7
7

2
50

150 8x200=1600(リブプレート間隔) 50

1800

16

7
0

3
0

d:遊間

7
0

3
0

10
0

10
0

10

600

400

1
0
0

8200

600 7000 600

3550 3450

1
5
6

1
1
6 1
0
0

9
6

7800

400 7000 400

端部用(排水継手付) 一般用 端部用(排水継手付)

1500 600 600 15001800 1800

20 桁 長 12460 20

82
00

60
0

70
00

6
00

34
50

35
5
0

地覆設置

地覆設置
地覆設置 400 400

地覆設置



南沢橋　下部工側地覆設置図

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

下部工側地覆設置図

1-1

7

鉄筋図

定着部詳細図 S=1:5

樹脂定着

B-B

平面図

A-A

設置平面図 S=1:100 断 面 図 S=1:50

配筋図 S=1:10

A1 A2

(上流)

(下流)

L=130

(上流) (下流)

※　1.施工前に現地計測を行うこと。

　　2.既設コンクリート面はチッピング処理を行うこと。

2-D16x8303-D16x300J1 H1

数量表

単位

地覆受台設置工

項　　　目

箇所

本

備　考

(1橋当り)

アンカー樹脂定着 D16

コンクリート m3

型枠 m2

鉄筋 kg D16(SD345)

0.024m3/個　σck=24N/mm2

kg定着用樹脂 1200kg/m3

符 号 径 長さ(mm)　 本 数
単位重量

 (kg/m) 重　量(kg) 摘　　　要

鉄筋表

重量(kg)／本

J1 300D16 12 1.56 0.468 6

D16(SD345)         　合計　 17　kg

H1 D16 830 8 1.56 1.295 11

橋台

削孔φ26

   L=130

B

B

D16J1

地覆

J1

H1

A

A

4

合　計

16

0.096

0.8

17

0.86

0.2m2/個

チッピング工 m2 0.96 0.24m2/個

(1橋当り)

実施

7
00
0

60
0

60
0

8
20
0

20 2012460

12500

地覆設置

地覆設置

地覆設置

地覆設置

400 400

1
30 12
0

1
0

16

26

鉄筋D16

削孔φ26

600 7000

8200

1
0
0

1
0
0

600

490

17
0

300

600

50 490

H1 D16

チッピング

樹脂定着

12
0

10

1
0
0

400

5050 300

50 300 50

400

6
0

4
9
0

5
0

6
0
0 1
0
0

17
0

1
70

50
10

60

地覆端部材設置

地覆端部材設置



平 面 図
S=1:80

側 面 図

断 面 図

S=1:80

S=1:50

南沢橋　施工計画図

南沢橋 工事設計図

工事番号

路 線 名

工事箇所

図 　名

完 　成 　年　月　日 枚 　数

縮 　尺

図面番号

市道小笠原・浅尾1号線

北杜市　明野町　小笠原

図　示

令

和

北杜市

8

施工計画図

1-1

8

橋梁点検車使用時

橋梁点検車使用時

(上流) (下流)

■ 施工フロ－チャ－ト

準 備 工

■　作業区分：昼間施工

コンクリート補修工※

片付け工

下部工側地覆設置工

コンクリート舗装用床版防水材設置工

※ひび割れ注入工・遊離石灰除去工

伸縮装置取替え工

※橋梁点検車はコンクリート補修工のみ使用することを想定している。

(下流)

(上流)

桁長

起点 終点

起点 終点

1:
0.

51
:0.5

2.6％

橋長

桁長

南
沢
川

参考図

5
5
02

2
0

7
8
0

1
4 5
5
01
9
6

7
6
0

600 7000

8200

600

3700 3300

作業員

橋梁点検車

12460

6
0
0

7
0
0
0

6
0
0

8
2
0
0

700

700

12500

201246020

橋梁点検車


